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1。 吉備の巨大古墳 :

(造山古墳の大きさ)

岡山市の北西部の新庄下・新庄上に位置する造山古墳は、吉備第 1位の規模

をほこる古境です。

3段築成の前方後円墳で、古墳の長さは357m。 後円部の直径は206m、 高さは

32.5m、 前方部の幅は232m、 高さ27mで 、くびれ部の左右に作り出しが設けられ

ています。

もちろん、吉備 (岡 山県～広島県)第 1位の古墳であるだけでなく、全国的

に見ても、伝仁徳天皇陵古壌 (486爾 )・ 伝応神天皇陵古墳 (425織 )・ 伝履中天

皇陵古墳 (365m)に つぐ、第 4位の規模の古墳です。そのあまりの大きさに、

本物の山と見間違えてしまう人が多いという冗談 (?!)の ような話もあるそう

です。

確かに今でこそ、うっそうとした木々に埋もれてしまっていますが、本来の

形を想像すれば、当然に本々は一本もなく、境丘には葺石が敷き詰められた

「白い」石の丘だったわけですし、おそらく数千本に及ぶ円筒・形象埴輪も並

べられていたのです。そんな「つくりやま」が、平野の中に存在する風景こそ

は、大和の王権に匹敵 じうる強大な権力をもった吉機の力を表すものにほかな

りません。

この古境は、これまでに発握調査は実施されたことがありませんから、その

詳 しいことはわかっていません。けれども、古墳から採集された円筒埴輪の年

代から、5世紀の前半、さらにいえば第 1四半紀に築かれたものであると考え

られています。また、この古墳のInllり には現在のところ周濠は確認されていま

せんが、近年の研究により、幅20m程度の濠と30m強の堤の存在が唱えられてい

ます。もしも、これらの濠や堤まで含めると、古墳の全長は470獅余りであった

ことになります。

これほどに大きな古墳であったわけですから、この造山古墳については、単

に吉備の首長の墓というレベルではなく、全菫レベルでの「倭」の首長の墓と

考えるべきではないか、と主張される研究者もあります。

確かにこれだけの古境を築 くのに必要な労働力を考えると、はたして吉備の

勢力だけで可能であったのか、という疑間も生まれてきます。

ある試算によると、この造山古境を築くのに必要な労働力はのべ150万人分

になるそうです。古墳の築造は、立ち本の伐採から整地 。盛土、葺石・埴輸づ

くり、石室 。石棺づくりなど、さまざまな工程を必要とします。そこには、高

度な止本技術や製作技術 も必要不可欠と考えられますから、現代ていう「圏家
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的プロジェクト」であった可能性も否定できません。

もちろん、吉備の労働力を集中的に使役することによって、築造は可能であ

るとする有力な見解も存在 しますので、ただちにこの造山古墳が「倭」の王の

墓であると結論することはできません。しかし、吉備全体に目を向けて見ます

と、同時期の巨大な古墳の造営は他の地域では見られない、という点を指摘す

ることはできます。

(吉備の勢力と造山古墳)

岡山県と広島県の東部を含む、「吉備」にはすでに弥生時代の終末である3

世紀の後半の段階で、盛り土をもった、首長の墓と呼べる大きな墓が作られて

います。

そして、古墳時代の始まりである、3世紀の後半から4世紀の初頭にかけて、

いくつかの複数の地域で100mク ラスの前方後円墳が築かれているという特色が

あります。

これらの古墳に葬られた首長は、水系・盆地・平野といった自然地形から生

まれる地域的なつながりをもったいくつもの集落をまとめるリーダー的な存在

として、古墳築造のための労働力の使役・他地域との交流をおこなっていたの

だと考えられますし、最近の研究では「前方後円墳体制」とも呼びうる、広い

範囲での外的な権力関係をバックとした「権威」でもあったことが主張されて

います。

ところが、古墳時代の前期である4世紀代を通 じて、これら初期的な権力が

存在した地域では、大型古墳の築造は次第に数が少なくなります。そして、そ

のあとに5世紀の巨大古墳である、造山古墳の築造を迎えるのです。

このことは、古墳時代の始まりから、吉備の内部で勢力の淘汰がなされ、結

果として造山古墳に象徴される統一的な権力が生み出されたことを想像させる

ものです。この点でも、造山古墳は吉備において重要な古墳であるといえるわ

けです。

(造山古墳以後―作山古墳と宿寺山・両宮山古墳 )

この造山古墳につぐ時代の、吉備の大首長の大型古墳としては、総社市の作

山古墳があげられます。

作山古墳は全長286m、 吉備第 2位の古墳で、全国的にも第 9位の大きさのも

のです。採集されている埴輪から、その築造は、 5世紀の前半、第 2四半期と

考えられています。

この古墳は、規模そのものは吉備以外の他の地域と比べても遜色のない、大

型古墳ですが、造山の巨大古墳につぐものとしては格段に規模が小さくなるこ

とを指摘せざるを得ません。

また、この作山古墳につぐものとしては、同じく総社市の宿寺山古墳と、山

陽町の両宮山古墳とがあげられます。それぞれに全長118m、 192mと 大型の古墳

ではありますが、規模のさらなる縮小と、吉備の中で備前と備中とにそれぞれ

存在することから、吉備勢力の分裂と権力の縮小とを示 している古墳である、

といわれています。

これ以後、隆盛を誇った吉備の地域であっても、大型古墳の築造はさらに少

なくなってゆきます。5世紀の後半から6世紀にかけて見 られるこの変化は、

特に吉備特有のものではなく、ほぼ全国的な傾向であるともいえますが、造山

ほどの古墳を築きえた勢力としては、その落差に何 らかの政治的な変化を感 じ

ずにはいられません。

2.吉備の反乱伝承 :

(3つ の反乱伝承 )

吉備の勢力の大きさを逆説的にもの語るのが、「 日本書紀」の伝えるいわゆ

る「吉備の反乱伝承」です。

畿内の王権に匹敵するほどの勢力をもった吉備との対立と抗争を描いた「反

乱伝承」は、雄略紀におさめられています。

まず登場するのが、雄略 7年 8月 の条に見える、吉備下道臣前津屋 (さ きつ

や)の反舌Lで す。

当時、宮廷に「官者 (と ねり)」 としてつかえていた、吉備弓削部虚空 (お

おぞら)が、所用があって吉備に帰ったところ、前津屋が自分の下に留め使い、

雄略へ返さなかったのです。

そこで、雄略は美濃地域の豪族である身毛君大夫 (む げつのきみますらお)

を派遣 して、虚空を連れ返 しました。戻って来た虚空は、雄略に対 して、つぎ

のような話をします。すなわち、前津屋が反乱の意志を抱いて、女性相撲や闘

鶏の勝敗でその成否を占ったところ、自分に見立てた側が負けたので、雄略に

見立てたほうの女性や鶏を殺 してしまったと。

これを聞いた雄略は、物部の兵±30人を派遣 して、前津屋とその一族70人を

皆殺 しにしてしまった、というものです。

つぎの伝承が、雄略7年是年条にのせられている、吉備上道臣田狭 (た さ)

の反舌Lで す。

田狭は、宮廷で妻の稚媛 (わ かひめ)がいかにすぐれた女性であるかを自慢

しました。これを聞いた雄略は、田狭を「任那国司」に任 じて国外に追いやっ

た後に、稚媛を奪ったのでした。任那でこれを知った田狭は、当時、雄略と敵

対関係にあった新羅へ向かいます。

一方、雄略は、新羅を征服 しようとして、田狭と稚媛とのあいだに生まれた

弟君 (お とぎみ)と 吉備海部直赤尾を派遣します。弟君らは新羅に攻め入ろう



としますが果たせず、百済の技術者を集めて大嶋に鷲まっていました。その大

端にある弟君に整狭は続者を送り、ともに朝鮮半島驚部を拠点にして雄略に対

抗することを勧めます。

ところが、これを知った第君の妻である樟媛が、大を殺 して反乱の根を断っ

てしまう、といものです。

最後に第 3の反乱伝承として、雄略の死後、清寧即位前紀に記されている晨

川量子のものがあります。

星り:1皇子は、かつて圏狭の妻であった稚媛が雄略との間に生んだ皇子でした。

雄臨の死後、稚媛は星り|:菫子を大三の位につけようとします。そして、星り||に

勧めて諸国からの貢ぎ物を収納する大蔵を占領させて、クーデターを起こさせ

るのです。

けれども、雄略の遺命を受けていた大伴室屋などに包囲され、星川皇子・稚

媛 らは焼け死んでしまいます。このとき、吉備出身の女性の生んだ皇子の挙兵

を聞いた吉備上道臣らは、水軍を率いて応援 しようとするのですが、途中です

でに星り||が焼き殺されたことを知り、本国に弓|き 返 します。

大三として薄位した溝寧は、この吉蟻上道臣らの行動を責めて、その支配す

るlll部 を奪った、というのです。

以上の反乱伝承が、日本書紀の伝えるとおり、雄略の時代の出来事であった

かどうかについては、疑間が出されていますが、少なくとも、吉備と畿内との

あいだに政治的な緊張関係が存在したことは確実である、と考えてよいのでは

ないでしょうか。

(反舌壼ん承の伝えるもの)

それでは、これらの「反乱伝承」はどのような歴史的事実を投影 しているの

でしょうか。

まず、前津屋の反乱ですが、ここに伝えられている行為そのものは呪術的な

ものに留まっています。しかし、弓削部虚空が前津麟に留め使われたとする記

述には注目されます。すなわち、本来は下道臣に従属しているはずの弓作りの

一圏が、畿内の王権につかえていることになるのですから、このことは2つ の

ことを表 していると考えられます。

1つ は、吉備の大規模奮壌を築造するような首長の下で、直接に大和との関

係をもつに至った中小の書長層があったという、書備の勢力の中の2重構造.

もう1つ が、そうした構造に対する吉備と畿内との散対意識、です。

つまり、この前津屋の伝承には、5世紀後半における吉備の社会の内部での

嘗長層の対立と、その矛盾を使用した畿内の王権の勢力の伸展が読み取れるの

ではないでしょうか。

つぎに、難狭の反舌Lですが、ここでは朝鮮半島との緊係が注目されます。

雄略の時代を中心として、東アジアの世界に「倭」がその権力を延ばそうと

する動きが活発に見られます。そして、朝鮮半轟への軍事活動において、吉備

一族はしばしば派遣の将として登場するのです。これに課せられた経済的・軍

事的負担が、その反鸞Lの要因のひとつとなったことは十分に考えられることで

す。と同時に、吉備が朝鮮半島の南部に独自の密接な交流をもっていたことも

見逃せません。

また、書記の分注には、日狭の妻は実は葛城氏の娘であり、雄略は田狭を殺

してその娘を奪った、とも書かれています。雄略は大穣の諸豪族を打鋼 して三

権を確立 したといわれていますから、Ft追を受ける伝統的な有力豪族の藩城氏

と、婚姻を通じての書備氏との同盟を想起させる書記分注の記載は、畿内と同

様の、大王勢力と書備の勢力との敵対関係・緊張関係があったことを裏付ける

ものともいえます。

そして、星川皇子の反乱ですが、これはまさしく、王位の纂奪の物語である

ところに特長があります。

それはひるがえって、吉備氏が畿内の三権の中で占めていた地位の高さをも

物語ります。そして、畿内の三権によって、政治的な重追の度合いを強めてい

た吉備にとって、いつかは起こりうる 覆更乱Jであったともいえます。

(大王の支配下の書備へ)

こうして、造山古壇に象徴される吉備の政治的な統一は、畿内の勢力による

干渉・圧迫によって解体の道をたどることとなります。吉備の巨大古機の動向

は、そうした一連の流れに相呼応するようにも考えられます。

しかし、吉饉が完全に畿内の支配の下に組み込まれてしまった、「地域勢力」

のひとつに押さえ込まれた、と即断するのは準いような気がします。

例えば、6世紀の半ばになっても、石室の長さ19mを はかる真備町の箭田大

塚古墳や、全長100mの前方後円墳であるこうもり塚古墳など、権力を誇示する

遺跡を吉備は、その中央部に残 しています。

また、飛鳥期の寺院の建立が早くも認められ、つぎの白鳳期には、「書備寺

式」と呼ばれる独特の文様の瓦をもつ寺をはじめ、30以上の寺院が確認されて

いるのです。

これらのことは、書備の政治的勢力は、たしかに畿内の王権と並立するもの

にはならなかったが、地方の有力豪族として 「ゝ吉備王権」の残映を根強 く残

していることの証 しではないでしょうか。

・参考文献  「 日本の古代 6 王権をめぐる戦い」 中央公論社 1986

「古代史を歩 く4 吉備J      毎日新聞社 1987

「奮饉の考古学鋳研究」       曲陽新霧社 1992
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